
 

 

 

 

 

 

法政大学大学院 スポーツ健康学研究科 

修士課程 

２０１９年度 入学試験要項 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

スポーツ健康学研究科への出願を検討されている皆様へ  

 

 スポーツ健康学研究科では、定期的に開催する進学相談会の他に、教員との個別 

相談を随時受け付けています。ご自身の研究計画の検討に際し、このような機会を 

積極的に活用するようにしてください。 

 

個別相談を希望する方は、以下の内容を記入（メール添付可）して、スポーツ健康学研究科 

（スポーツ健康学部）[ sports@hosei.ac.jp ]までお申し込みください。 

  メール件名：スポーツ健康学研究科 個別相談希望 

    記入項目  

    ①自己紹介（大学、学部、職業、氏名） 

   ②連絡先（メールアドレス、電話番号） 

   ③研究テーマ（現在検討中の内容で可） 

   ④相談希望教員名（指導希望教員名） 

    ご自身の研究テーマを踏まえ、研究科ホームページや大学院案内を確認し、

   必ず相談希望の教員を記入してください。 

       ⑤相談希望時期 

     日程調整の必要上、ある程度幅を持たせた希望時期（例：7月第 3週 等） 

    を複数あげてください。 

 

[注意事項] 

 担当教員との日程調整には、ある程度の時間がかかります。出願期間直前にご連絡いただ 

いても、出願締切日までに対応できない場合がありますので、余裕を持って申し込むように 

してください。 
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１．募集人員 

課程 専攻 入試方式 募集人員 

修士課程 スポーツ健康学専攻 

秋季一般入試 

10 名 

春季一般入試 

   ＊募集人員は学内選抜入試も含めた全入試方式を合計したものです。 

 

２．出願資格 

   次の（1）～（9）のいずれかに該当する者 

（1） 大学を卒業した者、又は 2019 年 3月末までに大学卒業見込みの者 

（2） 
独立行政法人大学改革支援・学位授与機構により学士の学位を授与された者、又

は 2019 年 3 月末までに同機構より学士の学位を授与される見込みの者 

（3） 
外国において、学校教育における 16 年の課程を修了した者、又は 2019 年 3月末

までに修了見込みの者 

（4） 

外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することに 

より当該外国の学校教育における 16 年の課程を修了した者、又は 2019 年 3月末

までに修了見込みの者 

（5） 

我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における

16 年の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学

校教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定

するものの当該課程を修了した者、又は 2019 年 3月末までに修了見込みの者 

（6） 

外国の大学その他の外国の学校において、修業年限が 3年以上である課程を修了

することにより、学士の学位に相当する学位を授与された者、又は 2019 年 3 月

末までに学士の学位に相当する学位を授与される見込みの者 

（7） 

専修学校の専門課程（修業年限が 4年以上であることその他の文部科学大臣が定

める基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学

大臣が定める日以後に修了した者（2019 年 3 月末までに修了見込みの者も含む） 

（8） 文部科学大臣の指定した者 

（9） 
本大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の

学力があると認めた者で、22歳に達した者 

   ＊出願資格（2）～（8）で受験希望の場合、各入試の出願締切日 2週間前までに問い合わせ 

    の上、出願資格を確認してください。 

   ＊出願資格（9）で受験希望の方は、「７．個別の入学資格審査」の欄を参照し、必要な 

    手続きを行ってください。 

   ＊本研究科の入学試験において、上記出願資格のいずれかに該当する見込みで受験し、合格 

    した者について、その資格に該当しないことが判明した場合は合格を取り消します。 
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３．入試日程 

（１） 秋季入試 

① 出願期間 

2018 年 10 月 3日（水）～10月 16 日（火）（郵送のみ受付。締切日消印有効） 

＊受験票は試験日の 5日前までには発送します。 

 

② 試験日程 

10 月 28 日

（日） 

10:00~11:30 11:30~12:30 12:50~14:00 14:00~14:20 14:20～ 

専門科目 

（参照不可） 休憩 英語 休憩 口述試験 

＊試験会場：法政大学多摩キャンパス スポーツ健康学部棟 

＊受験者は試験開始 20分前までに必ず試験会場に入室してください。特に英語は 

 試験時間前の説明（リスニング等）があるため、入室時間を厳守してください。 

＊試験時間中の途中退席はできません。 

＊試験会場内の食堂・売店は閉店しているため、昼食は持参してください。 

 

③ 合格発表 

2018 年 11 月 7日（水）10:00 

法政大学多摩キャンパス スポーツ健康学部棟掲示板 

インターネットおよび携帯 Web（URL は試験当日にお知らせします） 

合格者には、合格通知書および入学手続書類を速達で郵送します。 

        

④ 入学手続期間 

2018 年 11 月 8日（木）～11月 22 日（木） 

 

（２） 春季入試 

① 出願期間 

2019 年 1月 24 日（木）～2月 7日（木）（郵送のみ受付。締切日消印有効） 

＊受験票は試験日の 5日前までには発送します。 

 

② 試験日程 

2 月 17 日

（日） 

10:00~11:30 11:30~12:30 12:50~14:00 14:00~14:20 14:20～ 

専門科目 

（参照不可） 休憩 英語 休憩 口述試験 

＊試験会場：法政大学多摩キャンパス スポーツ健康学部棟 

＊受験者は試験開始 20分前までに必ず試験会場に入室してください。特に英語は 

 試験時間前の説明（リスニング等）があるため、入室時間を厳守してください。 

＊試験時間中の途中退席はできません。 

＊試験会場内の食堂・売店は閉店しているため、昼食は持参してください。 

 

③ 合格発表 

2019 年 2月 27 日（水）10:00 

法政大学多摩キャンパス スポーツ健康学部棟掲示板 

インターネットおよび携帯 Web（URL は試験当日にお知らせします） 

合格者には、合格通知書および入学手続書類を速達で郵送します。 

 

④ 入学手続期間 

2019 年 2月 28 日（木）～3月 8日（金） 



- 3 - 

 

４．選考方法 

書類審査 

入学志願票に記入した「これまでの取り組み」、「本研究科で学びたいこ

と」、「修了後の進路」について、具体的かつ明確に記述されているかを

評価します。 

英  語 

本学で用意した TOEFL ITP®テスト（Level 2）を実施します。 

試験の詳細については以下のアドレスを参照してください。 

http://www.cieej.or.jp/toefl/itp/index.html 

専門科目 

スポーツ・健康に関して専門用語を説明する問題と、データに基づいて

論述する問題を出題します。 

・専門用語の説明は、スポーツコーチング、ヘルスプロモーション、ス

ポーツマネジメントの各領域から２問ずつ（計６問）出題し、この中か

ら３問を選択して、それぞれ 120 文字程度で説明を求めます。 

・論述は１問です。データを読み取り、1,000 文字程度で論述を求めま

す。 

口述試験 
入学志願票と研究計画書を基に、大学院における学修および研究活動

を進めるのに必要な能力と意欲を評価します。 

 

５．出願手続 

（１）入学検定料 35,000 円 

    

（２）提出書類 

   提出書類は黒ボールペン（消せるボールペンは不可）で楷書にて記入してください。 

 提出書類 様式 

A 

封筒貼付用紙 

・出願書類一式を角型２号サイズの封筒に入れ、この用紙を貼って送付して

ください。 

 

B 
出願書類確認一覧表 

・提出書類確認欄に○を記入し、この用紙を表紙にして提出してください。 

 

C 

振込依頼書 

・入学検定料を銀行窓口で納入し、銀行の出納印を計３か所に押して 

もらってください。 

・入学検定料をＡＴＭで納入する場合、納入時のご利用明細書を受験票 

送付用住所にクリップ等で留め、合わせて提出してください。 

・入学検定料をオンライン決済（クレジットカード）やネット受付店頭 

 支払い（コンビニエンスストア）で納入する場合、巻末記載の手順に 

 従ってください。また、納入時の収納証明書を受験票送付用住所にクリ 

 ップ等で留め、合わせて提出してください。 

様式１ 

受験票送付用住所 

・受験票が確実に届く住所を記入してください。 
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D 

入学志願票 

・写真は出願前３か月以内に撮影したものを貼付してください。 

・スナップ写真やデジタルカメラなど個人で撮影した写真、プリンターで 

出力したもの、その他不鮮明なものは受付できません。 

様式２ 

E 
研究計画書 

・研究テーマ、研究目的、研究計画を記入してください。 
様式３ 

F 

卒業（見込）証明書 １通 

・日本の大学卒業（見込）の方のみ提出してください。 

 

学士学位取得（見込）証明書 １通 

・外国の大学卒業（見込）の方のみ提出してください。 

G 

成績証明書 １通 

・編入学・学士入学している方は、編入前大学の成績証明書も提出してくだ

さい。 

・卒業（見込）証明書と成績証明書を兼ねている場合は１枚の提出で結構 

です。 

 

H 
戸籍抄本 １通 

・証明書と出願時の姓名が異なる場合に提出してください。 
 

I 

住民票（外国人志願者のみ提出、市区役所・町村役場発行のもの） １通 

・「在留資格」と「在留期間」が記載され、個人番号（マイナンバー）が記載 

されていないものを提出してください。日本に住所登録がない場合（短期 

滞在ビザでの入国等）はパスポートの写し（写真および旅券番号がわかる 

ページとビザのページ、ビザ免除国に該当する場合は出入国印が押印されて

いるページ）を代わりに提出してください。 

 

 

（３）提出書類の注意事項 

    ① 外国人志願者の方 

  上記（２）の提出書類のうち入学志願票、研究計画書は日本語で記入してください。 

 

    ② 外国の大学を卒業（見込）の方 

     ・成績証明書、学士学位取得（見込）証明書などの書類は、英語または日本語のもの

を提出してください。提出が困難な場合には、大使館などの公的な機関で、自分で

用意した英訳または日本語訳の証明書の翻訳が正しいことの公証書を発行してもら

い、証明書原本と翻訳文、公証書を合わせて提出してください。 

 

（４）出願方法 

    ・出願期間内に、検定料を銀行振込で納入してください。 

    ・提出書類を揃え、所定の封筒貼付用紙を貼付して出願期間内に郵送（速達簡易書留） 

   してください。 

    ・出願は締切日消印有効とします（厳守）。 
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６．入学手続 

（１）学費（2019 年度予定） 

 入学手続時納入金 秋学期納入金 年間合計 

入 学 金 200,000 円 －   200,000 円 

授 業 料 300,000 円 300,000 円   600,000 円 

教育充実費 50,000 円 50,000 円   100,000 円 

実験実習費 50,000 円    50,000 円   100,000 円 

栄養教育費 38,500 円 －    38,500 円 

諸 会 費 2,000 円 －    2,000 円 

総   額   640,500 円   400,000 円  1,040,500 円 

   ＊本学出身者は入学金が無料です。 

   ＊２年次は上記のうち入学金以外の金額が必要になります。 

   ＊秋学期納入金は９月末日までに納入していただきます。 

 

（２）注意事項 

   本学への入学手続きを完了した後に（入学時納入手続金を全額納入した後に）、やむを得な 

  い理由により入学の辞退を希望し、2019 年 3 月 31 日までに大学が定める手続きにより届け

出を出したものには、入学金を除く学費その他の納入金を返還します。入学手続等の詳細は、

合格者に送付される「入学手続書類」を参照してください。 
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７．個別の入学資格審査 

 本学大学院への出願希望者で出願資格を満たしていない場合、個別の入学資格審査を受け

る必要があります。以下の書類を提出期限までにお送りください。 

 

（１）提出書類 

 提出書類 様式 

A 入学志願票 様式２ 

B 最終学歴証明書（在籍期間のわかるもの）  

C 成績証明書  

D 

論文等 

専門領域および研究課題に関する論文（2,000 字以上）。なお、学術雑誌等

に掲載された論文があれば、その別刷りまたはコピーの提出をもって、 

これに代えることができます。 

 

 

（２）提出期限 

   受験を希望する入試の出願締切日１ヶ月前まで（必着） 

 

（３）審査結果 

   審査結果は郵送で通知いたします。審査で認められた者のみ、通常の出願手続きを取り 

  出願することができます。 

 

８．書類提出、問合せ先 

  〒194-0298 東京都町田市相原町 4342 

      法政大学大学院 スポーツ健康学研究科（スポーツ健康学部） 

         TEL：042-783-3003 FAX：042-783-3009 

         E-mail：sports@hosei.ac.jp 
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校舎案内図 

●京王線新宿駅より特急で 45 分（急行で 50 分）、めじろ台駅下車 京王バスで約 10 分 

●ＪＲ中央線新宿駅より快速で 54 分（特別快速で 42 分）西八王子駅下車 京王バスで約 22 分 

●ＪＲ横浜線新横浜駅より 38 分相原駅下車 バスで約 13 分 

  ※上記各バスで「法政大学」下車 

交番
JR横浜線

相原駅

   JR相原駅バス停案内

東口

西口
至東神奈川・横浜至八王子

バスロータリー
１番乗り場

法政大学行バス停





 

 

 

 

法政大学大学院 スポーツ健康学研究科 

修士課程 過年度 入学試験問題 

（2016～2018 年度） 

 

 

 



２０１６‐秋季一般 

法政大学大学院  

入学試験問題用紙 

試験科目 スポーツ健康学研究科 スポーツ健康学専攻 

                   試験時間 90分 専門科目 

 

 解答は全て解答用紙（別紙）に記入すること。 

 

 

問１．下記の項目から３つを選び、それぞれ 120文字程度で説明しなさい。 

  （各解答欄の上に、選択した項目の番号を記すこと） 

 

  １．代謝当量（metabolic equivalents ; MET[S]） 

  ２．健康寿命（healthy life expectancy） 

  ３．スポーツ基本法 

  ４．スポーツツーリズム 

  ５．コーチング倫理 

  ６．メンタルトレーニング 

 

 

問２．下記の中から１つを選び、1000文字程度で論述しなさい。 

  （各解答欄の上に、選択した項目の番号を記すこと） 

   

  １．国民医療費の増加に歯止めをかけるために必要な健康政策の在り方について、 

    具体的な例をあげて説明せよ。 

 

  ２．日本で開催されるラグビーW杯をめぐる状況や、開催までに抱える問題点を指摘 

    しなさい。 

 

  ３．わが国のトップアスリートを支援する体制について、生じている問題とその改善 

    策を提案しなさい。 

 

以上 



２０１６‐春季一般 

法政大学大学院  

入学試験問題用紙 

試験科目 スポーツ健康学研究科 スポーツ健康学専攻 

                   試験時間 90分 専門科目 

 

 解答は全て解答用紙（別紙）に記入すること。 

 

問１．下記の項目から３つを選び、それぞれ 120文字程度で説明しなさい。 

  （各解答欄の上に、選択した項目の番号を記すこと） 

 

  １．健康づくりのための身体活動基準 2013  

  ２．女性アスリートの三主徴（female athlete triad） 

  ３．セカンドキャリア  

  ４．日本スポーツ振興センター（JSC） 

  ５．アスリートの薬物問題 

  ６．オリンピックムーブメント 

 

問２．下記の中から１つを選び、1000文字程度で論述しなさい。 

  （各解答欄の上に、選択した項目の番号を記すこと） 

   

  １．2014年度の集計では、特定健康診査（いわゆるメタボ健診）および特定保健指導    

制度において国が掲げる目標受診率（それぞれ 70％および 45％）を達成した都道

府県はゼロであった。制度の課題と受診率を上げるための対策について論ぜよ。  

 

  ２．東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会の関わる仕事の内、“新国

立競技場問題”“エンブレム”と相次いで見直しを余儀なくされた。その背景に何

があって、なぜそのような結果を招いたと考えるか。事実に基づいて広い視野から

論ぜよ。 

 

  ３．近年、国際的な競技大会において、わが国の女性アスリートが活躍している理由

について論ぜよ。 

以上 



２０１７‐秋季一般 

法政大学大学院  

入学試験問題用紙 

試験科目 スポーツ健康学研究科 スポーツ健康学専攻 

                   試験時間 90分 専門科目 

 

 解答は全て解答用紙（別紙）に記入すること。 

 

 

問１．下記の項目から３つを選び、それぞれ 120文字程度で説明しなさい。 

  （各解答欄の上に、選択した項目の番号を記すこと） 

 

  １．1回拍出量（stroke volume）  

  ２．メタボリックシンドローム（metabolic syndrome） 

  ３．スポーツにおけるブランド価値  

  ４．スポーツ産業 

  ５．動機づけ  

  ６．リーダーシップ  

 

 

問２．下記の中から１つを選び、1000文字程度で論述しなさい。 

  （各解答欄の上に、選択した項目の番号を記すこと） 

   

  １．身体活動量の評価方法について述べ、わが国の健康づくり政策である健康日本 21

（第二次）などで掲げられるその目標値について、具体的な例をあげて説明せよ。  

 

  ２．スポーツイベント（プロ野球、Jリーグ、Bリーグ、Fリーグなど）の来場者に 

    対して提供するプロダクトは、形の無い「試合」から得られる経験であるといえ

る。よって、サービスマーケティングの観点から来場者の欲求を満たすことが極め

て重要である。 

    上記を踏まえ、「サービス財としてのスポーツの特性」について論ぜよ。  

 

  ３．育成年代の選手を指導する際に起こりうる問題点を指摘し、その対策について 

    論ぜよ。 

以上 



２０１７‐春季一般 

法政大学大学院  

入学試験問題用紙 

試験科目 スポーツ健康学研究科 スポーツ健康学専攻 

                   試験時間 90分 専門科目 

 

 解答は全て解答用紙（別紙）に記入すること。 

 

 

問１．下記の項目から３つを選び、それぞれ 120文字程度で説明しなさい。 

  （各解答欄の上に、選択した項目の番号を記すこと） 

 

  １．トレーニングの三原理  

  ２．喫煙の三大害悪  

  ３．チームロイヤルティ  

  ４．スポーツプロダクト 

  ５．スランプとプラトー 

  ６．トレーニングの期分け 

 

 

問２．下記の中から１つを選び、1000文字程度で論述しなさい。 

  （各解答欄の上に、選択した項目の番号を記すこと） 

   

  １．下肢（股関節、膝関節、足関節）に多発するスポーツ障害を一つ選択し、その    

発生機序と予防法について具体例をあげて論ぜよ。 

 

  ２．スポーツ観戦者が、特定のスポーツチームや選手を継続的に応援するスポーツ 

ファンへと成長する過程について論ぜよ。 

  

  ３．内部告発により、国家ぐるみのドーピングの疑いのかかったロシアに対し、世界 

反ドーピング機関（WADA）はロシアの国家的な関与を認定した。これを受け、国

際オリンピック委員会（IOC）は、国際競技連盟（IF）にリオ・オリンピック出場

の可否を委ねることとなった。 

    上記について問題点はどこに存在するか、あなたの考えを論ぜよ。 

以上 



２０１８‐秋季一般 

法政大学大学院  

入学試験問題用紙 

試験科目 スポーツ健康学研究科 スポーツ健康学専攻 

                   試験時間 90分 専門科目 

 

 解答は全て解答用紙（別紙）に記入すること。 

 

 

問１．下記の項目から３つを選び、それぞれ 120文字程度で説明しなさい。 

  （各解答欄の上に、選択した項目の番号を記すこと） 

 

  １．ショパール関節（Chopar joint）  

  ２．動的安定性（Dynamic stability） 

  ３．スポーツ消費者 

  ４．スポーツ観戦動機 

  ５．サルコペニア 

  ６．モデル・コア・カリキュラム 

 

 

問２．下記の中から１つを選び、1000文字程度で論述しなさい。 

  （各解答欄の上に、選択した項目の番号を記すこと） 

   

  １．肩関節外傷・障害の評価について、HOPSに基づいて論ぜよ。 

 

  ２．スポーツをプロダクトとして提供することで、消費者のニーズを充足し満足に  

至らせる「スポーツマーケティング」について論ぜよ。 

 

  ３．学校運動部活動の指導において、現在、問題とされている点を２つ挙げ、それぞ

れの解決策を論ぜよ。 

 

以上 



２０１８‐春季一般 

法政大学大学院  

入学試験問題用紙 

試験科目 スポーツ健康学研究科 スポーツ健康学専攻 

                   試験時間 90分 専門科目 

 

 解答は全て解答用紙（別紙）に記入すること。 

 

 

問１．下記の項目から３つを選び、それぞれ 120文字程度で説明しなさい。 

  （各解答欄の上に、選択した項目の番号を記すこと） 

 

  １．トータルヘルスプロモーションプラン 

  ２．ノーマライゼーション 

  ３．スポーツマーケティング 

  ４．スポーツプロダクト 

  ５．「オープンスキル」と「クローズドスキル」 

  ６．「体育」と「スポーツ（Sport）」 

 

 

問２．下記の中から１つを選び、1000文字程度で論述しなさい。 

  （各解答欄の上に、選択した項目の番号を記すこと） 

   

  １．日本の薬物乱用の現状と教育で求められる対応について論ぜよ。 

 

  ２．（１）人々をスポーツ観戦へと駆り立てる動機因子と（２）自身をスポーツファン

として認識するのに欠かせない社会的アイデンティティの２点について、それぞ

れの定義、種類、理論的背景、行動への影響を論ぜよ。 

 

  ３．スポーツのグローバル化とはどういうものか？例を挙げて論ぜよ。 

 

以上 


